
 

 

 

 

 

 

 

 

  

『地域における良かったこと調査 

ー愛知県、大阪府、熊本県における良かったこと調査結果を中心にー』より抜粋 

2020年度に沖縄県、岡山市で行った良かったこと調査結果から、地域

における良かったことをまとめ報告する  

良かったこと調査報告書（大阪編） 

公益財団法人共用品推進機構 
令和 5年 3月 



• • • 
 

1 
 
 

目次 

1. 地域における良かったこと調査概要 ....................................................................................................... 2 

1.1 はじめに ....................................................................................................................................... 2 

1.2 調査協力団体並びに回答数 .......................................................................................................... 2 

2.大阪府における良かったこと調査 ............................................................................................................ 3 

2.1 全体の回答数 ................................................................................................................................ 3 

2.2 性別 .............................................................................................................................................. 3 

2.3 年代別 ........................................................................................................................................... 3 

2.4 居住地 ........................................................................................................................................... 4 

2.5 主な障害及び疾病別 ..................................................................................................................... 4 

2.6 使用している補助具、福祉用具、手話通訳等 ............................................................................. 6 

2.7 良かったことモノやコト（自由回答） ........................................................................................ 7 

2.7.1 交通機関（モノ）12件 ............................................................................................................. 8 

2.7.2 交通機関（コト）9件 ............................................................................................................... 8 

2.7.3 飲食店（モノ）9件 ................................................................................................................... 9 

2.7.4 飲食店（コト）6件 ................................................................................................................. 10 

2.7.5 スーパーやコンビニエンスストア（モノ）2件 ..................................................................... 10 

2.7.6 スーパーやコンビニエンスストア（コト）14件 ................................................................... 11 

2.7.7 商店街やショッピングモール（モノ）3件 ............................................................................ 11 

2.7.8 商店街やショッピングモール（コト）3件 ............................................................................ 12 

2.7.9 郵便局や銀行（モノ）6件 ...................................................................................................... 12 

2.7.10 郵便局や銀行（コト）7件 .................................................................................................... 12 

2.7.11 大阪府（内）の施設（モノ）3件 ......................................................................................... 13 

2.7.12 大阪府（内）の施設（コト）2件 ......................................................................................... 13 

2.7.13 大阪府（内）のその他（モノ）4件 ..................................................................................... 13 

2.7.14 大阪府（内）のその他（コト）1件 ..................................................................................... 14 

3.今後の課題 .............................................................................................................................................. 15 

4.アンケート調査票（参考） ..................................................................................................................... 16 

本件についての問い合わせ先 ................................................................................................................. 17 
 
 
 
 
 
 
 



• • • 
 

2 
 
 

1. 地域における良かったこと調査概要 

1.1 はじめに 

令和元年度までの良かったこと調査「国内地域編」は、首都圏を中心としたものであったが、令和 2 年度には沖縄県、
岡山市の団体に調査協力をいただき調査対象地域を広げることができた。現在、調査の成果は、各自治体が新たな
施策を立案する時や、地域の良さを生かす事業に役立てられている。 
今年度は「愛知障害フォーラム」、「大阪障害フォーラム」、「熊本障害フォーラム」の協力を得て、愛知県、大阪府、

熊本県の各地域における良かったこと調査を実施した。なお、３団体との連携にあたっては日本障害フォーラム（JDF）
の協力をいただいた。 
また、今回の調査は、これまで実施してきた各地域、今回の三つの地域を比較分析するものではなく、それぞれの地

域の良かったことを参考に、誰もがどの地域に住んでも「この街に住んで良かった」と思えるような取り組みを行うための一
助となることを目指している。 
共用品推進機構が実施する良かったこと調査は、全国レベル（国、あるいは全国組織の障害者・高齢者団体、協

力団体《NPO 法人など》と行う）、地方自治体レベル（地方自治体、あるいは地域の障害者・高齢者団体や協力団
体《NPO法人など》と行う）、個人レベル（調査の内容や特性に応じて個別に行う）で行っている。 
 実施する項目は、主に日本全国、国内の地域、海外に対して、それぞれのテーマ（内容）に合わせて、必要なモノ、
サービス、コトの良かったことを設定している。これまでに実施してきた良かったこと調査の主な分類は表 1 のとおりである。
今年度は、②国内地域編の A.モノと C.コト（B.サービスを含む）について、それぞれの地域の良かったことを調査した。 
 

 
表 1.良かったこと調査の主な分類 

項目 A.モノ B.サービス C.コト 
①日本全国編 旅行，コンビニエンスストア，

医療機関，家電製品・家事
の道具，パッケージ，公共ト
イレ 

旅行，コンビニエンスストア，
医療機関，家電製品・家事
の道具，パッケージ，公共ト
イレ 

旅行，コンビニエンスストア，
医療機関，家電製品・家事
の道具，パッケージ，公共ト
イレ 

②国内地域編 杉並区，千代田区，練馬
区、沖縄県，岡山市、愛知
県、大阪府、熊本県 

杉並区，千代田区，練馬
区，沖縄県，岡山市、愛知
県、大阪府、熊本県 

杉並区，千代田区，練馬
区，沖縄県，岡山市、愛知
県、大阪府、熊本県 

③海外編 旅行、アジア（15か国） 旅行、アジア（15か国） 旅行、アジア（15か国） 
 

1.2 調査協力団体並びに回答数 

 調査協力団体並びに回答者数は以下のとおりである。 

・大阪障害フォーラム（大阪府大阪市）、回答者数 22名 
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2.大阪府における良かったこと調査 

2.1 全体の回答数 

アンケートの回答者数 22名であった。 

2.2 性別 

性別の内訳は、女性 8名(36%)、男性 12名(55%)、その他 1名(4.5%)、無回答 1名(4.5%)であった。 

 
図 1.性別（単一回答） n=22 

2.3 年代別 

年代別の内訳は、20代 1名、30代 2名、40代 1名、50代 3名、60代 6名、70代 5名、80代 3

名、90代 1名であった。 

 

 
図 2.年代別（単一回答） n=22 
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2.4 居住地 

居住地の内訳は、大阪市 8名、堺市 2名、八尾市 2名、狭山市、寝屋川市、枚方市、泉大津市、松原

市、東大阪市、高槻市、泉佐野市、岸和田市、無回答がそれぞれ 1名であった。 

 
図 3.居住地（単一回答） n=22 

2.5 主な障害及び疾病別 

 主な障害及び疾病別は以下のとおりである。 

①脳性マヒ 3名 

②パーキンソン病 3名 

③下肢障害 2名 

④上下肢障害 1名 

⑤亜型ターナー症候群 1名 

⑥小児マヒ 1名 

⑦希少疾患マッキーン・オルブライト症候群 1名 

⑧脊髄小脳変性症 1名 

⑨てんかん・統合失調症 1名 

⑩ベーチェット病 1名 

⑪膠原病 1名 

⑫慢性糸球体腎炎 1名 

⑬精神障害 1名 

⑭好酸球性多発血管炎性肉芽腫症（指定難病 45）1名 

⑮その他 1名 

⑯無回答 2名 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

8

0 2 4 6 8 10

無回答

岸和田市

泉佐野市

高槻市

東大阪市

松原市

泉大津市

枚方市

寝屋川市

狭山市

八尾市

堺市

大阪市

回答者数（名）



• • • 
 

5 
 
 

 
図 4.主な障害及び疾病別（単一回答） n=22 
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2.6 使用している補助具、福祉用具、手話通訳等 

 使用している補助具、福祉用具、手話通訳等の内訳は以下のとおりである。 

 電動車椅子 3件、杖 3件、タブレット（トーキングエイド）1件、すべり止めマット 1件、シャワー

チェアー1件、松葉杖（体調不良時）1件であった。 

 

 
図 5.使用している補助具、福祉用具、手話通訳等（複数回答） n=6 
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2.7 良かったことモノやコト（自由回答） 

 大阪府における良かったこと調査の回答総数は 81件であった。回答については対象ごとに分類し、

それぞれの項目に記載した。 

表 3.大阪府における良かったこと調査の回答項目別 

番号 項目別 件数 

1 交通機関（モノ） 12 

2 交通機関（コト） 9 

3 飲食店（モノ） 9 

4 飲食店（コト） 6 

5 スーパーやコンビニエンスストア（モノ） 2 

6 スーパーやコンビニエンスストア（コト） 14 

7 商店街やショッピングモール（モノ） 3 

8 商店街やショッピングモール（コト） 3 

9 郵便局や銀行（モノ） 6 

10 郵便局や銀行（コト） 7 

11 大阪府（内）の施設（モノ） 3 

12 大阪府（内）の施設（コト） 2 

13 大阪府内でのその他（モノ） 4 

14 大阪府内でのその他（コト） 1 
 

計 81 

可能な限り回答者の表現を生かすため、回答の言語表現（記述）は最小限の誤字脱字の修正にとどめ

た。 
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2.7.1 交通機関（モノ）12 件 

2.7.1.1 鉄道駅（11件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 

1  大阪市内はどの駅にも乗り換えを含め、エ

レベーターがあり困らない。 

脳性マヒ 60 代 男性 

2  １００％ノンステップバスなので、とても楽。

ムリに固定しないので楽に乗れる。 

脳性マヒ 60 代 男性 

3  ホームと車両の段差がほとんどない駅が増

えて、途中下車できるようになった。 

脳性マヒ 60 代 男性 

4  JR 京橋駅北口の出口にスロープが設置さ

れていて手すりがあるのが助かります。 

下肢障害 90 代 男性 

5  御堂筋線なんば駅が電動車椅子でもスロー

プ無しで乗車できる。 

上下肢障害 20 代 男性 

6  天王寺駅の階段に手すりやエスカレーター

が設置されており、足が不調でも移動しや

すい。 

希少疾患 マッキーン・

オルブライト症候群 

30 代 女性 

7  駅等にエレベータ、エスカレーター設置が多

くなり助かる。 

脊髄小脳変性症 60 代 男性 

8  駅の自動扉でホームの危険がなくなった。 てんかん、統合失調症 50 代 男性 

9  ホームの転落防止の柵の設置が進んできて

とても嬉しい。 

精神障害 50 代 男性 

10  駅周辺が整備され、車での送り迎えもし易

くなった。駅も便利になった。 

その他 80 代 男性 

11  近鉄駅の各駅（河内天美、布忍、高見ノ里）

にバリアフリーができた。 

無回答 60 代 男性 

 
2.7.1.2 電車（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  阪堺電車で車両が低くなって停留所からそ

のまま乗れる。 

脳性マヒ 40 代 その他 

 

2.7.2 交通機関（コト）9 件 

2.7.2.1 駅員（7件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  車椅子で電車乗車時、車掌（駅係員）さんが

慣れている方が多く、手際が良い。 

希少疾患 マッキーン・

オルブライト症候群 

30 代 女性 

2  近鉄電車に乗る時、駅員さんがスロープを

早く持ってきてくれるので電車にスムーズ

に乗れる。 

脳性マヒ 30 代 男性 

3  大阪メトロに乗る時、駅員さんがスロープ

を早く持ってきてくれるので、電車にスム

ーズに乗れる。（中には、走って持ってきて

くれる駅員さんもいてる。） 

脳性マヒ 30 代 男性 

4  大阪メトロの駅員さんが、降車駅のエレベ

ーターの近くで乗車させてくれる。 

脳性マヒ 30 代 男性 
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番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
5  近鉄電車の駅員さん、手話を使える駅員さ

んがいた。（10 年以上前の話） 

脳性マヒ 30 代 男性 

6  言語障害を聞き取ってくれる駅員さんが増

えてきて嬉しく思う。 

脳性マヒ 30 代 男性 

7  北野田では何とか電車に乗れます。住吉東

では駅員さんがお手伝いしてくれます。 

小児マヒ 70 代 無回答 

 
3.7.2.2 タクシー運転手（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  タクシーの運転手さんが足の悪い母と乗車

した時に、ていねいに降り方の補助を伝え

たりしてフォローしてくださり気持ちがよ

かったです。 

膠原病 60 代 女性 

 
3.7.2.3 バス運転手（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  市バスの運転手さんの対応、すばらしいの

ひと言。とくに、今年(2023 年）になって

からすばらしい。 

ベーチェット病 70 代 男性 

2.7.3 飲食店（モノ）9 件 

2.7.3.1 テーブル・椅子（3件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  吉野家で移動可能なテーブルやいすがあっ

て良かった。 

脳性マヒ 40 代 その他 

2  昔の牛丼チェーンは固定いすで段差があり

だったが、最近は可動いすで、車椅子でも

入りやすい店舗が増えた。 

脳性マヒ 60 代 男性 

3  店内のイスが移動可能であれば車椅子もス

ムーズに入ることができる。 

上下肢障害 20 代 男性 

 
2.7.3.2 荷物入れ（2件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  レストランでは着席した椅子の脇に置かれ

た荷物入れ用のカゴを（よく）出してくださ

る。 

小児マヒ 70 代 無回答 

2  レストランで着席した椅子の脇に置かれた

荷物入れ用のカゴは便利。 

てんかん、統合失調症 50 代 男性 

 
２.7.3.3 自動ドア／段差（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  飲食店、スーパーなどの店内移動に段差が

無かったり、自動ドアなど助かる。 

脊髄小脳変性症 60 代 男性 

 
3.7.3.4 段差解消（1件） 
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番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  通路に段差をなくしてくれているお店が増

えて助かっています。 

下肢障害 90 代 男性 

 
3.7.3.5 トイレ（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  トイレのドアが自動になっていると有難い

です。 

下肢障害 90 代 男性 

 
3.7.3.6 設備全般（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  楠葉はモールが出来て、必要なものがほと

んど当地で求められる。大変便利。 

その他 80 代 男性 

 

2.7.4 飲食店（コト）6 件 

2.7.4.1 店員（6件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  使いすてのおしぼり（個包装されたもの）は

使いにくいというのに気づいてくれておし

ぼりを出してくれる。 

脳性マヒ 30 代 男性 

2  お皿を食べやすい器に入れて出してくれ

る。 

脳性マヒ 30 代 男性 

3  持ちやすい取っ手付きのジョッキに入れて

飲み物を出してくれた。 

脳性マヒ 30 代 男性 

4  トイレの近くの席を準備してくれ、トイレま

で手引きをしてくれた。 

脳性マヒ 30 代 男性 

5  ファーストフードやフードコートで注文した

際、席まで持っていきます、と店員さんから

言ってもらえた。 

脳性マヒ 30 代 男性 

6  身体障がい者が入店、退店する際、店員さ

んが入り口のドアを開けてサポートしてく

れてとても嬉しい。 

精神障害 50 代 男性 

 

2.7.5 スーパーやコンビニエンスストア（モノ）2 件 

2.7.5.1 レジ（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  セルフレジはありがたい。 亜型ターナー症候群 60 代 女性 

 
2.7.5.2 スーパー・コンビニ設備全般（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  20 年以上前はすぐ近くのスーパーも玄関

は手動ドア、階段のみ、普通トイレのみだっ

たが、自動ドア化、エレベーター設置、車椅

子トイレ設置。 

脳性マヒ 60 代 男性 
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2.7.6 スーパーやコンビニエンスストア（コト）14 件 

2.7.6.1 コンビニ店員（7件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  レジの人が買った物を袋に入れてくれて、

車椅子の後ろにかけてくれた。 

脳性マヒ 30 代 男性 

2  ポイントカードを出す時、店員さんがスマホ

を操作してポイントをつけてくれる。 

脳性マヒ 30 代 男性 

3  支払いの時に、財布からお金を出してくれ

たり、お釣りを入れてくれる。 

脳性マヒ 30 代 男性 

4  フォークやスプーンを入れてくれる。 脳性マヒ 30 代 男性 

5  ロッピー（Loppi）など使い方が分からない

時、操作までやってくれる。 

脳性マヒ 30 代 男性 

6  店員さんが自分のことを覚えてくれ話しか

けてくれる。 

脳性マヒ 30 代 男性 

7  コンビニのトイレを使おうと思ったら「お手

伝いしましょうか？」と声をかけてくれた。 

脳性マヒ 30 代 男性 

 
3.7.6.2 スーパー店員（3件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  店員も親切で買った物を袋に入れてくれた

り、お金の出し入れも手伝ってくれる。 

脳性マヒ 60 代 男性 

2  スーパーの店員さんが、松葉杖使用時、会

計後、スーパーカゴをレジから物入れ台ま

で運んでくれた。 

希少疾患 マッキーン・

オルブライト症候群 

30 代 女性 

3  スーパーのレジで支払いをする時、かごを

別の台へ、カートへ乗せてくれる（重い物を

持てないので助かる。） 

無回答 70 代 女性 

 
3.7.6.3 スーパー・コンビニ店員全般（4件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  商品を買う時に、店員に財布を渡したらお

金を取ってくれる。 

脳性マヒ 40 代 その他 

2  おにぎりを買って「お箸がいりますか」と聞

いてくれる店員さんは嬉しい。 

下肢障害 90 代 男性 

3  店員が商品を取ってくれる。 上下肢障害 20 代 男性 

4  店員さんがお手伝いしてくださいます。高

い棚の上の製品を取ってくれたり、見せて

くれたり、買い物かごを棚の上に乗せてく

れたりします。 

小児マヒ 70 代 無回答 

 

2.7.7 商店街やショッピングモール（モノ）3 件 

2.7.7.1 店内配置、空間（3件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  ほとんどの店がバリアフリーで言語障害が

あってもふつうに対応してくれる。 

脳性マヒ 60 代 男性 
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番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
2  近くの商店街では屋根が多く、雨でもぬれ

ずに移動ができる。 

上下肢障害 20 代 男性 

3  ショッピングモール。大変便利で何でも揃

う。 

その他 80 代 男性 

 

2.7.8 商店街やショッピングモール（コト）3 件 

2.7.8.1 店員（2件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  車椅子の後ろに買ったものをかけてくれ

る。 

脳性マヒ 30 代 男性 

2  狭い通路を動くとき、段ボールを動かして

道をあけてくれる。 

脳性マヒ 40 代 その他 

 
2.7.8.2 警備員（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  商業施設の警備員さんのサービスが非常に

よかった。腕を骨折中に、すべってしまい、

自力で立ち上がれなくなった際、警備員の

方が立ち上がらせてくれた。感謝です。 

希少疾患 マッキーン・

オルブライト症候群 30 代 女性 

2.7.9 郵便局や銀行（モノ）6 件 

2.7.9.1 郵便局・銀行設備全般（6件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  自動ドアになっているのは便利。 脳性マヒ 30 代 男性 

2  玄関に、手すりが付いたので便利（郵便

局）。 

脳性マヒ 30 代 男性 

3  どこの郵便局、銀行もスロープ、自動ドア。 脳性マヒ 60 代 男性 

4  スロープがあると入りやすい。 上下肢障害 20 代 男性 

5  ATM に杖が引っかけられる用具がついて

いて、非常に便利。 

希少疾患 マッキーン・

オルブライト症候群 

30 代 女性 

6  空調や待合室のイスなど、非常に快適。到

着だけでも非常に疲れるので有難いです。 

希少疾患 マッキーン・

オルブライト症候群 

30 代 女性 

 

2.7.10 郵便局や銀行（コト）7 件 

2.7.10.1 郵便局員、係員等（3件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  郵便局の自動振り込みで、用紙が機械に入

らず、窓口に持って行ったところ、再度、郵

便局の方がチャレンジしてくださって、うま

くいきました。（窓口だと手数料が高くなり

ます。） 

パーキンソン病 50 代 女性 

2  小包の場合、「このやり方の方が、安く上が

りますよ」と教えて頂いた。 

パーキンソン病 80 代 女性 
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番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
3  郵便局はお年寄りや足の悪い方が座って待

っていると、中からわざわざ出てきて説明

しているのが親切だなーと思う。 

無回答 70 代 女性 

 
2.7.10.2 銀行員、係員等（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  ATM は使いにくい時は店員が助けてくれ

る。 

脳性マヒ 60 代 男性 

 
 
2.7.10.3 郵便局、銀行関係者等（3件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  係の人が「どんなご用ですか？」と声をかけ

てくれる。 

脳性マヒ 30 代 男性 

2  ATM でお金をおろす時に、出てきたお札

を取り出して財布に入れてくれた。 

脳性マヒ 40 代 その他 

3  記入の際、障害があると気づかれて「ゆっく

りで」と声掛けして頂いた。 

パーキンソン病 60 代 女性 

 

2.7.11 大阪府（内）の施設（モノ）3 件 

2.7.11.1 図書館（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  図書館の通路が広く、本を選びやすかっ

た。 

脳性マヒ 30 代 男性 

 
2.7.11.2 施設全般（2件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  商業施設にエレベーターが多くて便利。 上下肢障害 20 代 男性 

2  休憩できるイスがあった。 てんかん、統合失調症 50 代 男性 

 

2.7.12 大阪府（内）の施設（コト）2 件 

２.7.12.1 区役所職員（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  都島区役所で、数ある窓口を選ぶのに迷っ

ていたら、案内係の人が窓口番号を教えて

くれて有難かった。 

下肢障害 90 代 男性 

 
2.7.12.2 職員・係員全般（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  職員さんは良くしてくれます。 小児マヒ 70 代 無回答 

 

2.7.13 大阪府（内）のその他（モノ）4 件 
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2.7.13.1 スロープ（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  スロープのところができた。 てんかん、統合失調症 50 代 男性 

 
2.7.13.2施設設備全般（3件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  甲子園の車椅子席のサイトライン（可視線）

が確保されている。甲子園の車椅子席：小

さいテーブル（カップホルダー付）がついて

いる。 

脳性マヒ 30 代 男性 

2  ライブ会場：サークルモッシュをした時、見

知らぬ人が、左、右に立ってくれて、自分を

守ってくれた。 

脳性マヒ 30 代 男性 

3  スギ薬局のトイレは多目的トイレの中に小便

器があるから便利（便座のフタをあげる手

間がはぶける。） 

脳性マヒ 40 代 その他 

 

2.7.14 大阪府（内）のその他（コト）1 件 

2.7.14.1 一般の人（1件） 
番号 回答 主な障害及び疾病 年代 性別 
1  地下のライブ会場：電動車椅子を地下まで

運んでくれた。 

脳性マヒ 30 代 男性 
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3.今後の課題 

 
地域における良かったこと調査は、良かったことを継続することと、他地域の取り組みを参考にし

てよりよいものにしていくことを目的としている。そのためには多くの人々に調査結果を知ってい

ただくことが必要である。今年度の結果については、情報誌での調査結果の公表やウェブサイトを活

用し普及・啓発を行うとともに（図 6，図 7）、より多くの人々に理解していただくためにはさらに有

効な普及方法を検討していくことが重要である。 

また良かったこと調査では、改善してほしいこと、不便なことについての声も寄せられている。

検討が必要な事項については、場面や状況を整理し、解決方法を検討していく方向である。 

 

 
図 6：3自治体の調査概要イメージ 

 

 
 

図 7：共用品推進機構ホームページ 
https://www.kyoyohin.org/ja/research/report_goodthings.php 

https://www.kyoyohin.org/ja/research/report_goodthings.php
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4.アンケート調査票（参考） 

 
アンケート調査票に記載した主な事項は以下の通りである。 
①各地域で行う目的を示したあいさつ文 
 
②良かったこと調査の質問項目 
質問の回答数、回答上の注意点を記載。  
 
③共通の質問項目（回答者属性） 
性別、年代、居住地（町名まで）、障害及び疾病、使用していている補助具、福祉用具、手話通訳等を記載。障
害及び疾病の内訳は以下の通りである。 
全盲、弱視、ろう、難聴・中途失聴、盲ろう、上肢障害、下肢障害、上下肢障害、言語障害、失語症、難病（リウマ
チ）、難病（パーキンソン病）、知的障害、発達障害、精神障害、認知症、その他（自由回答） 
 
④（地域名）の街で出会った良かったモノやコトについて（自由記述） 
④a.交通機関の良かったモノやコト 
④b.飲食店の良かったモノやコト 
④c.スーパーやコンビニエンスストアの良かったモノやコト 
④d.商店街やショッピングモールの良かったモノやコト 
④e.郵便局や銀行のよかったモノやコト 
④f.地域の施設（公民館や図書館など）やサービスの良かったこと 
④g.その他の良かったモノやコト 
 
⑤個人情報保護について 
個人情報について留意することについて記載。 
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本件についての問い合わせ先 

 
『良かったこと調査報告書（大阪編）』 

『地域における良かったこと調査 

ー愛知県、大阪府、熊本県における良かったこと調査結果を中心にー』より抜粋 

2023年３月 

〒101-0064 東京都千代田区神田猿楽町 2-5-4 

発行：公益財団法人共用品推進機構 

電話：03-5280-0020／ファックス：03-5280-2373 
 

本調査は一般財団法人日本児童教育振興財団の協力を頂き実施しました。 
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